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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第48期
第２四半期
連結累計期間

第49期
第２四半期
連結累計期間

第48期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (百万円) 13,909 15,887 31,446

経常利益 (百万円) 363 497 1,209

四半期(当期)純利益 (百万円) 135 234 438

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 38 214 370

純資産額 (百万円) 10,732 10,964 10,943

総資産額 (百万円) 19,122 21,060 21,469

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 15.68 27.17 50.92

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 49.2 45.7 44.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 109 506 831

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 0 △675 △258

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 345 44 568

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 2,379 2,939 3,062

　

回次
第48期
第２四半期
連結会計期間

第49期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 20.35 27.70

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．第48期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、2011年３月11日に発生した東日本大震災以降、急速

に落ち込んだものの、サプライチェーンの復旧に伴い鉱工業生産が増加に転じるなど、持ち直しの動きと

なっています。しかしながら震災前に続いていた企業収益の回復基調は、震災の影響による売上の落ち込

みにより悪化しました。設備投資は、毀損した生産設備の復旧が押し上げ要因となる一方、円高や海外経

済の先行き不透明感の高まりにより今後の設備投資計画の慎重化となっています。ビルメンテナンス業

界においては、施設の維持管理コストの見直し意識が強く厳しい環境が続いておりますが、一方で電力不

足による節電意識の高まりによって省エネや省コストの関心が高まりビジネスチャンスが生まれてきて

います。

このような経営環境の中、当社グループにおいては、サービスを提供する現場でのお客様との接点を最

重要視し、当社のノウハウを活かした設備診断、ソリューション提案、省エネや省コスト提案を通じてお

客様の求める潜在的ニーズの掘り起こしにつとめ、新規物件の獲得や既存契約の維持に取り組んでまい

りました。当第２四半期連結累計期間の売上高は158億87百万円（前年同期比14.2％増）となりました。

利益面につきましては、営業利益は４億44百万円（前年同期比36.5％増）、経常利益は４億97百万円（前

年同期比36.7％増）、四半期純利益は２億34百万円(前年同期比73.4％増)となりました。

なお、当社グループは、建物設備のライフサイクルに合わせて、メンテナンスサービスとリニューアル

工事とを一体化した事業活動を展開しており、報告セグメントを単一としております。
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(2) 財政状態の分析

（資産）

当第２四半期連結会計期間の総資産は、前連結会計年度末に比べて1.9％減少し、210億60百万円となり

ました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べて6.0％減少し、118億21百万円となりました。これは主に、たな卸

資産が３億69百万円増加し、受取手形・完成工事未収入金等が11億１百万円減少したことなどによりま

す。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べて4.0％増加し、92億39百万円となりました。これは主に、建設仮

勘定が４億33百万円増加し、建物が51百万円、投資有価証券40百万円、それぞれ減少したことなどにより

ます。

（負債）

当第２四半期連結会計期間の負債合計は、前連結会計年度末に比べて4.1％減少し、100億96百万円とな

りました。 

流動負債は、前連結会計年度末に比べて3.3％減少し、80億63百万円となりました。これは主に、短期借

入金が３億97百万円、その他が２億53百万円、未払費用が75百万円、未払法人税等が74百万円、受注損失引

当金が71百万円、それぞれ増加し、支払手形・工事未払金等が11億10百万円減少したことなどによりま

す。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて6.9％減少し、20億32百万円となりました。これは主に、退職給

付引当金が68百万円増加し、長期借入金が１億63百万円、役員退職慰労引当金が62百万円、それぞれ減少

したことなどによります。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間の純資産は、前連結会計年度末に比べて0.2％増加し、109億64百万円となり

ました。自己資本比率は45.7％となり、前連結会計年度末に比べて1.1ポイント改善しました。

　
(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は29億39百万円となり、前連結会計年度末

より１億23百万円減少しました。

当第２四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、５億６百万円の増加

となり、前年同四半期連結累計期間に比べて３億97百万円の増加となりました。これは主に、売上債

権の減少額が11億３百万円と前年同四半期連結累計期間に比べて７億９百万円減少したものの、税

金等調整前四半期純利益が４億68百万円と前年同四半期連結累計期間に比べて１億12百万円増加し

たこと、役員退職慰労引当金の減少額が56百万円と前年同四半期連結累計期間と比べて１億32百万

円減少したこと、仕入債務の減少額が11億11百万円と前年同四半期連結累計期間と比べて２億48百

万円減少したことやその他の流動負債の増加額が４億８百万円と前年同四半期連結累計期間と比べ

て４億35百万円増加したことなどによります。
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(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、６億75百万円の減少

となり、前年同四半期連結累計期間に比べて６億75百万円の減少となりました。これは主に、有形固

定資産の取得による支出が６億16百万円と前年同四半期連結累計期間に比べて５億52百万円増加し

たことなどによります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、44百万円の増加とな

り、前年同四半期連結累計期間に比べて３億円の減少となりました。これは主に、短期借入金の純増

加額が３億97百万円と前年同四半期連結累計期間に比べて２億96百万円増加したものの、長期借入

れによる収入が50百万円と前年同四半期連結累計期間に比べて５億50百万円減少したことなどによ

ります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに発生した問題はありません。

　
(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、４百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。

　
(6) 従業員数

① 連結会社の状況

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの従業員数に著しい増減はありません。

② 提出会社の状況

当第２四半期累計期間において、当社の従業員数に著しい増減はありません。

　
(7) 生産、受注及び販売の実績

当第２四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。

　
(8) 主要な設備

前連結会計年度末において計画中であった日本空調サービス株式会社東京支店新社屋の完了予定年月

が平成24年４月となっておりましたが、建築予定地の地中障害物による基礎工事の遅れにより、完了予定

年月が平成24年９月に変更となりました。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 36,000,000

計 36,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成23年11月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,946,000 9,946,000

東京証券取引所
  (市場第一部)
名古屋証券取引所
  (市場第一部)

単元株式数は100株
であります。

計 9,946,000 9,946,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年９月30日 ― 9,946,000 ― 1,139 ― 362
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(6) 【大株主の状況】

平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本空調サービス従業員持株会 名古屋市名東区照が丘239番２ 881 8.86

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 410 4.12

株式会社愛知銀行 名古屋市中区栄３丁目14番12号 334 3.36

大橋一夫 愛知県日進市 298 3.00

林  弘二 愛知県尾張旭市 298 3.00

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目２番１号 282 2.84

岐阜信用金庫 岐阜県岐阜市神田町６丁目11 200 2.01

林  伸健 愛知県愛知郡長久手町 152 1.53

加藤  明 大阪府吹田市 150 1.51

岡地  修 名古屋市北区 145 1.46

計 ― 3,151 31.69

（注）上記のほか当社所有の自己株式1,326千株（13.33%）があります。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
 普通株式 1,326,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 8,617,50086,175 ―

単元未満株式 普通株式     2,500― 一単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 9,946,000 ― ―

総株主の議決権 ― 86,175 ―

(注) １  「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株(議決権10個)含まれ

ております。

２  「単元未満株式」欄には当社所有の自己保有株式65株が含まれております。
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② 【自己株式等】

　 　 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
日本空調サービス株式会社

名古屋市名東区照が丘
239番２

1,326,000― 1,326,00013.33

計 ― 1,326,000― 1,326,00013.33

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」(昭和24年建設省令第14号)に準じて記載して

おります。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成23年７月１日

から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,727 3,637

受取手形・完成工事未収入金等 7,905 6,803

たな卸資産 ※1
 432

※1
 801

その他 528 590

貸倒引当金 △12 △10

流動資産合計 12,581 11,821

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 2,448 2,397

土地 4,387 4,387

建設仮勘定 40 473

その他（純額） 160 156

有形固定資産合計 7,037 7,415

無形固定資産

ソフトウエア 84 79

その他 24 24

無形固定資産合計 108 104

投資その他の資産

投資有価証券 1,203 1,162

その他 574 592

貸倒引当金 △35 △35

投資その他の資産合計 1,741 1,719

固定資産合計 8,887 9,239

資産合計 21,469 21,060
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 4,201 3,091

短期借入金 572 970

1年内返済予定の長期借入金 403 407

未払金 1,492 1,448

未払費用 1,057 1,132

未払法人税等 193 268

受注損失引当金 2 74

その他 417 671

流動負債合計 8,341 8,063

固定負債

長期借入金 862 699

退職給付引当金 683 751

役員退職慰労引当金 558 495

執行役員退職慰労引当金 57 63

資産除去債務 20 20

その他 1 1

固定負債合計 2,184 2,032

負債合計 10,525 10,096

純資産の部

株主資本

資本金 1,139 1,139

資本剰余金 1,173 1,173

利益剰余金 7,755 7,834

自己株式 △660 △660

株主資本合計 9,408 9,487

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 177 148

為替換算調整勘定 △9 △7

その他の包括利益累計額合計 168 140

少数株主持分 1,366 1,336

純資産合計 10,943 10,964

負債純資産合計 21,469 21,060
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高 13,909 15,887

売上原価 11,539 13,251

売上総利益 2,369 2,636

販売費及び一般管理費 ※1
 2,044

※1
 2,191

営業利益 325 444

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 14 15

保険配当金 4 18

受取保険金 15 15

その他 15 15

営業外収益合計 51 66

営業外費用

支払利息 6 7

減価償却費 2 2

その他 4 2

営業外費用合計 12 12

経常利益 363 497

特別利益

貸倒引当金戻入額 4 －

固定資産売却益 99 0

その他 5 －

特別利益合計 109 0

特別損失

固定資産売却損 61 0

固定資産除却損 0 21

投資有価証券評価損 － 8

貸倒引当金繰入額 41 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 15 －

特別損失合計 117 30

税金等調整前四半期純利益 355 468

法人税等 186 227

少数株主損益調整前四半期純利益 169 240

少数株主利益 34 6

四半期純利益 135 234
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 169 240

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △126 △27

為替換算調整勘定 △4 1

その他の包括利益合計 △130 △26

四半期包括利益 38 214

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 11 206

少数株主に係る四半期包括利益 27 7
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 355 468

減価償却費 123 126

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 15 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 35 △1

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △36 △20

受注損失引当金の増減額（△は減少） 41 71

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △189 △56

受取利息及び受取配当金 △14 △16

支払利息 6 7

売上債権の増減額（△は増加） 1,812 1,103

たな卸資産の増減額（△は増加） △311 △368

仕入債務の増減額（△は減少） △1,360 △1,111

その他の流動資産の増減額（△は増加） △34 △57

その他の流動負債の増減額（△は減少） △27 408

その他 △115 97

小計 300 651

利息及び配当金の受取額 13 15

利息の支払額 △6 △7

法人税等の支払額 △198 △152

営業活動によるキャッシュ・フロー 109 506

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △63 △616

有形固定資産の売却による収入 117 1

投資有価証券の取得による支出 △13 △14

投資有価証券の売却による収入 0 －

貸付けによる支出 △5 △7

貸付金の回収による収入 8 5

その他の支出 △89 △71

その他の収入 46 27

投資活動によるキャッシュ・フロー 0 △675

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 101 397

長期借入れによる収入 600 50

長期借入金の返済による支出 △166 △209

配当金の支払額 △155 △155

少数株主への配当金の支払額 △33 △37

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 345 44

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 453 △123

現金及び現金同等物の期首残高 1,926 3,062

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 2,379

※1
 2,939
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

税金費用の計算 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算す

る方法を採用しております。

　

【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１  たな卸資産の内訳

　

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

未成工事支出金 415百万円 781百万円

原材料及び貯蔵品 16  〃 19  〃

　
(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

役員報酬 194百万円 210百万円

給料手当及び賞与 1,118  〃 1,195  〃

退職給付費用 47  〃 71  〃

役員退職慰労引当金繰入額 58  〃 46  〃

執行役員退職慰労引当金繰入額 8  〃 6  〃

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

現金及び預金 3,080百万円 3,637百万円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△700  〃 △698  〃

現金及び現金同等物 2,379百万円 2,939百万円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

 平成22年６月24日
 定時株主総会

普通株式 155 18.00平成22年３月31日 平成22年６月25日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

 平成22年10月29日
 取締役会

普通株式 120 14.00平成22年９月30日 平成22年11月26日 利益剰余金

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

 平成23年６月24日
 定時株主総会

普通株式 155 18.00平成23年３月31日 平成23年６月27日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

 平成23年10月28日
 取締役会

普通株式 120 14.00平成23年９月30日 平成23年11月28日 利益剰余金

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)及び

当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

当社グループは、建物設備のライフサイクルに合わせて、メンテナンスサービスとリニューアル工

事とを一体化した事業活動を展開しており、報告セグメントを単一としているため、記載を省略して

おります。

　

(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

    １株当たり四半期純利益金額 15円68銭 27円17銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(百万円) 135 234

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 135 234

    普通株式の期中平均株式数(株) 8,620,070 8,619,958

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第49期(平成23年４月１日から平成24年３月31日まで)中間配当については、平成23年10月28日開催の取

締役会において、平成23年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行う

ことを決議いたしました。

　 ① 配当金の総額 120百万円

　 ② １株当たりの金額 14円00銭

　 ③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成23年11月28日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年11月11日

日本空調サービス株式会社

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    宮本　正司    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    湯本　秀之    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本
空調サービス株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計
期間(平成23年７月１日から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平
成23年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ
た。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本空調サービス株式会社及び連結子会社の
平成23年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及び
キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ
なかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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